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	デジタル推シン・オウメ
	スマートローカル青梅アクションプラン2026-2028

	総論
	「スマートローカル青梅」の実現に向けて
	　青梅市では、デジタル技術、データ等の活用により、行政サービスにおける住民の利便性向上、業務の効率化等を図る取組であるDX（デジタル・トランスフォーメーション）」による変革を推進し、地域全体のデジタル化と山里や川などを有する地域における豊かな自然と共生した地域づくり「スマートローカル」を目指し、令和４（2022）年６月に「スマートローカル青梅（青梅市ＤＸ推進方針）」を策定しました。また、そのための第１歩として、「市役所へ来庁しなくても、各種申請ができるような環境づくりの実現」を掲げました。

	総論
	「スマートローカル青梅」の３つの変える
	　青梅市では、“行政サービスを変える”、“市役所を変える”、“地域社会を変える”の「３つの変える」を軸に、「スマートローカル青梅　アクションプラン2023」および「デジタル推シン・オウメ〜スマートローカル青梅アクションプラン2024・2025〜」を策定し、青梅市のDX推進について取り組んできました。 　この度策定する「デジタル推シン・オウメ〜スマートローカル青梅アクションプラン2026-2028〜」では、これまでの取組を継承・発展させ、「スマートローカル青梅」の実現に向けて、引続き取り組んでまいります。
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	アクションプラン2024・2025の取組について
	主な成果
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	主な成果
	高齢者へのスマホ貸出件数
	高齢者スマホ・パソコン教室参加者数

	24件
	基幹系業務システムの標準化 ・ガバメントクラウド移行

	経過措置対象システムを除き完了
	生成AIを活用した取組

	市HP検索AI チャットボット開発・公開
	複数課において自発的業務改善実施
	76%
	マイナンバーカード利活用の促進

	0件
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	95.0%
	書かない窓口実施窓口
	8窓口
	BPRによるノンコア時間削減


	1件
	DX推進員による自発的な業務改善

	13窓口
	文書管理システム電子決裁率

	84%
	2か年で▲14,780時間
	2か年で92件貸出
	2か年で229人参加
	とうきょうクリエイティブラボ 「くりらぼin青梅」開催

	2か年で120人参加
	公開済のオープンデータ件数
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